
 

『厚生年金保険料等の報酬月額 コロナ禍により特例改定へ』 
 

 今般の新型コロナウイルス感染症の影響により休業し、休業により報酬が

著しく下がった場合、健康保険・厚生年金保険料の標準報酬月額を、通常

の随時改定（4 か月目に改定）によらず、特例により翌月から改定可能とさ

れた。概要は以下の通り。 

 【対象要件】（１）新型コロナウイルス感染症の影響による休業（時間単位を

含む）があったことにより、令和２年４月から７月までの間に、報酬が著しく低

下した月が生じた方（２）著しく報酬が低下した月に支払われた報酬の総額

（１か月分）が、既に設定されている標準報酬月額に比べて２等級以上下

がった方※固定的賃金（基本給、日給等単価等）の変動がない場合も対象（３）本特例措置による改定

内容に本人が書面により同意している※本特例措置は、同一の被保険者が複数回申請を行うことは不

可。【対象となる保険料】令和２年４月から７月までの間に休業により報酬等が急減した場合に、その翌

月の令和２年５月から８月分保険料※令和３年１月末日までに届出があったものが対象【申請手続】月

額変更届（特例改定用）に申立書を添付し管轄の年金事務所に申請※管轄の年金事務所へ郵送（窓

口へのご提出も可）※届書及び申立書については日本年金機構ホームページからダウンロード可能。 

 

 『今日から予約受付開始 自筆証書遺言書の法務局保管』 

 
 自筆証書遺言書を法務省法務局に保管できることになった。平成３０年７月６日に成立、同１３日に公

布された遺言書保管法に基づく措置で、実施は２年７月１０日。実施に先立ち同省は同１日から各手続

きのための予約受付を開始する。予約受付開始を前に同省はホームページに「７月１０日から開始しま

す！ 預けて安心！ 自筆証書遺言書保管制度」と題するページを設けた。メニューは（１）制度概要（２）

関係法令（３）遺言書の手続（４）相続人等の手続（５）申請書等一覧（６）自筆証書遺言書の様式につい

て（７）通知について（８）遺言書情報証明書・遺言書保管事実証明書につ

いて（９）手数料一覧・遺言書保管所一覧・遺言書保管所管轄一覧（１０）予

約について（１１）Ｑ＆Ａ（１２）関連資料・リンク集。現在、自筆証書遺言に係

る遺言書は自宅で保管されることが多いが、▽遺言書が紛失・亡失する▽

相続人により遺言書の廃棄、隠匿、改ざんが行われる▽これらの相続をめ

ぐる紛争が生じる―恐れがある。その対応として、公的機関（法務局）で遺

言書を保管する制度が創設された。同省は法務局で保管する利点として、

▽全国一律のサービスを提供できる▽プライバシーを確保できる▽相続

登記の促進につなげることが可能―を挙げている。 
 
  出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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